
シリーズ 自治基本条例とは︖
（第12回）もっと知りたい町民参加
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町民参加は、町民が町政に関心を持つ、情報を得る、話し合う、質問や意見を言う、
コミュニティ（地域社会）で協働するなど、自らにあった方法で参加することです。
今月は、町民参加の関わりを、マイホーム建築の事例と比較して考えます。
下図は一般的なマイホーム建築のサイクルで、仕事は①から⑥の順に進みます。
①②④⑤で施主が要望や意見を言います。それ以外は信頼した会社が仕事をします。
仕事に満足したら①に戻り、次のアフターサービスもそこに頼みます。

注目ポイント
【二つの事例の似ている点】
②で大まかな要望を出すのは難しくない点、また後の④になると細かく専門的となり、
意見が言いにくい点が似ています。
【二つの事例の違う点】
・マイホームの場合、④で難しいことも施主が決めなければなりません。
会社は、施主に分かるように丁寧にプランを説明します。
・まちづくりの場合、④で議会が予算案・条例案を審議・修正し、⑤で町民代表の議員
で構成する議会が決定します。③④⑤の限られた期間に普通、町民は直接意見を言えません。
【自治基本条例の主なポイント】
ー③④⑤の行政と議会のやりとりが町民に分かりやすく伝わる（情報共有）
ー早い段階の②も含め、日頃の町民の意見が行政と議会に伝わる（町民参加）
ーまちづくりのサイクルの政策は、町民参加を図って策定した総合計画を基本にする。

経過
5月～6月 仮置き案の見直し
6月 まちづくり委員会へ報告

今後の予定
7月 まちづくり委員会における審議
7月 中間報告案 町長へ答申


